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 令和６年度における訓練ニーズ調査では、静岡県内の各種団体及び企業等にご協力いた

だき、ものづくり分野（機械関連、金属加工関連、電気・電子関連、居住関連、環境関連 計

６４事業所）、非ものづくり分野（介護関連、IT 関連、医療事務関連、農業関連、観光関連 

計２１事業所）合計８５事業所に対し、職業能力開発総合大学校基盤整備センターが実施す

る全国規模における職業訓練ニーズ調査としてアンケート調査を行った（静岡：５０事業所、

浜松：３５事業所）。 

調査期間は令和６年５月から 9 月までとして、主に訪問によるヒアリングを行った。 

この調査で回答をいただいた事業所の調査結果について、以下のとおり報告する。 

 

１ 回答事業所の属性 

（１） 従業員数〈表１〉 

従業員数３０名未満が３１事業所（３６．５％）、３０名～９９名が２６事業所（３

０．６％）、１００名～２９９名が１７事業所（２０．０％）と、３００名未満の事

業所が８割強を占めた。 

 

 

表１ 従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２） 産業中分類別事業所数〈表２〉 

総合工事業が１１事業所（１２．９％）と最も多く、設備工事業、情報サービス

業が９事業所（１０．６％）、輸送用機械器具製造業が８事業所（９．４％）と続い

た。 

 

表 2 産業中分類別事業所数 

 

 

 

 



 

 

（３） 分野別事業所数〈表３〉 

ものづくり分野６４事業所（７５．３％）、非ものづくり分野が２１事業所（２４．

７％）であった。ものづくり分野では、電気・電子関連、居住関連がそれぞれ２０

事業所（２３．５％）と最も多く、機械関連が１１事業所（１２．９％）、金属加工

関連が９事業所（１０．６％）と続いた。非ものづくり分野では、IT 関連事業所が

１３事業所（１５．３％）と多くなった。 

 

表３ 分野別事業所数 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（４） 経営戦力上重視する項目〈表４及び図１〉 

経営戦力上重視する項目について、重要であると回答した割合は「顧客満足度の向

上」「人材育成（技能伝承含む）」「優秀な人材確保」「技術力の強化」「収益性向上」が

高く、「国際化の対応」が低い結果となった。 

 

表４ 経営戦力上重視する項目 

※①から⑩の項目ごとに一つ回答。無回答は除外している。 

 

 

図１ 経営戦略上重視する項目 

 

２ 人材確保に関して 

（１） 今後の採用予定〈表５及び図２、図３〉 

今後の採用予定について「現在、採用を考えている」の回答は、新卒採用は７１．

８％、中途採用は８４．７％であり、現在採用を考えている事業所が多いという結

果になった。また、「現在は考えていないが、今後は必要になる」と回答した事業所

も新卒採用で１５．３％、中途採用で１１．８％という結果となっており、「現在、

採用を考えている」と合わせると、新卒採用は８割以上、中途採用は９割以上の事

業所が採用を考えているという結果となった。 



 

 

表５ 今後の採用予定 

    

※①、②の項目ごとに一つ回答。無回答は除外している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 今後の採用予定（新卒採用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 今後の採用予定（中途採用） 

 

 



 

 

（２） 新規採用にあたって重視する教育訓練機関〈表６〉 

新規採用にあたって重視する教育機関としては、「大学卒」が６１．２％と最も多

く、「高校卒」５５．３％、「専門学校卒」５４．１％、と続いた。 

 

表６ 新卒採用にあたって重視する教育訓練機関 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主なもの三つまで回答。無回答は除外している。 

 

（３） 中途採用にあたってよく用いる求人手段〈表７〉 

中途採用にあたってよく用いる求人手段としては、「公共職業安定所への求人」が

７６．５％と最も高く、「求人広告・求人誌・求人サイトへの掲載」６９．４％、「自

社ホームページ」５１．８％と続いた。 

 

表７ 中途採用にあたってよく用いる求人手段 

※あてはまるもの全て回答。無回答は除外している。 



 

 

（４） 中途採用にあたって特に重視する事項〈表８〉 

 中途採用にあたって特に重視する事項としては、「人柄」８２．４％、「職歴、キ

ャリア、実務経験」７１．８％、「技能・技術」４７．１％と続いた。 

 その他については、「会社の方向性の一致」「コミュニケーション能力と向上心」

「意気込み・やる気」「組織への適合性」などがあがった。 

 

表８ 中途採用にあたって特に重視する事項 

※主なもの三つまで回答。無回答は除外している。 

 

３ 人材育成に関して 

（１） 人材育成に関する課題〈表 9〉 

 人材育成に関する課題としては、「指導する人材が不足している」が６７．１％と

最も高く、「人材育成を行う時間がない」が４９．２％、「育成してもすぐ辞めてし

まう」が２２．４％と続いた。 

 

表９ 人材育成に関する課題 

※あてはまるもの全てに回答。無回答は除外している。 



 

 

（２） 人材育成の目標〈表１０〉 

人材育成の目標としては、「課題発見・解決力」が５４．１％、「生産性の向上」

が５１．８％、「組織全体の業務推進力」が４７．１％と続いた。 

 

 表１０ 人材育成の目標  

※主なもの五つまで回答。無回答は除外している。 

 

（３） 人材育成の実施方法〈表１１及び表１２〉 

人材育成の実施方法としては、「OJT による訓練」が専門的職業能力の基礎的ス

キルで８０．０％、デジタルスキルで６９．４％と最も高くなった。 

専門的職業能力の基礎的スキルでは次いで「オンライン教育（通信教育を含む）」

が２５．９％、「近隣にある民間教育訓練機関」が２４．７％と続いた。 

また、デジタルスキルでは次いで「オンライン教育（通信教育含む）」が２０．０％、

「他の地域の民間教育訓練機関」が１５．３％と続いた。 

 

表１１ 人材育成の実施方法 

※あてはまるもの全てに回答。無回答は除外している。 



 

 

表１２ 人材育成の実施方法 

※あてはまるもの全てに回答。無回答は除外している。 

  



 

 

４ ＤＸへの対応（デジタル技術の活用など）について 

（１）デジタル人材の採用予定〈表１３及び図４、図５〉 

   採用予定について「現在、採用を考えている」の回答は、新卒採用が２９．７％、

中途採用が３２．９％である。また、「現在考えていないが、今後は必要になる」の

回答は、新卒採用が３１．１％、中途採用が３５．５％となっており、「現在、採用

を考えている」と合わせると、６割以上の事業所が採用を考えているという結果にな

った。 

表１３ デジタル人材の採用予定 

 

※①、②の項目ごとに一つ回答。無回答は除外している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 今後の採用予定（新卒採用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 今後の採用予定（中途採用） 

 



 

 

（２）デジタル技術を活用していく上での課題〈表１４〉 

課題としては、「デジタル技術の活用にあたって先導的役割を果たすことのできる

人材がいない」の回答が３６．５％と最も高く、「デジタル技術導入の効果がわから

ない」の回答２４．７%、「デジタル技術を導入する金銭的余裕がない」「デジタル技

術の活用にあたって先導的役割を果たすことのできる人材の育成方法がわからない」

の回答２１．２％が続いた。 

 

表１４ デジタル技術を活用していく上での課題 

   ※あてはまるもの全てに回答。無回答は除外している。 

 

 

（３）デジタル技術を活用するために今後必要となる人材に求めるもの〈表１５〉 

    今後必要となる人材に求めるものとしては、「データ分析ができる能力」の回答

が４２．４％と最も高く、「自社が置かれた経営環境や事業環境の理解」の回答４

１．２％が続いた。 

 

 表１５ デジタル技術を活用するために今後必要となる人材に求めるもの 

    ※あてはまるもの全てに回答。無回答は除外している。 

 

 


